
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 

学校名 精華女子短期大学 

設置者名 学校法人 精華学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

科目 

等 専門

共通 科目 
合計 

 

幼児保育学科 
夜・

通信 

  

12 12 7  

生活科学科 

食物栄養専攻 

夜・

通信 
18 18 7  

生活科学科 
生活総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ専攻 

夜・

通信 
14 14 7   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
各学科専攻に作成しているシラバスの履修表に★印として表示している。 

本学 HP『情報公開』に掲載。 

（https://www.seika.ac.jp/publicity  2.修学上の情報等 （3）授業科目、授業の方

法及び内容並びに年間の授業計画（シラバス又は年間授業計画の概要）を参照） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 

 ※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学

校法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用

いること。 
 

学校名 精華女子短期大学 

設置者名 学校法人 精華学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.seika.ac.jp/publicity 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 税理士事務所職員 
令和 6 年 4 月

1 日～令和 10

年 3 月 31 日 

学校経営および教

育運営への助言 

非常勤 名誉教授 
令和 6 年 4 月

1 日～令和 10

年 3 月 31 日 

学校経営および教

育運営への助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 精華女子短期大学 
設置者名 学校法人 精華学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学では全ての開講科目につき、科目名・担当者・開講時期・授業形態・単位数・

授業概要（実務経験のある教員による授業である旨を含む）・到達目標と評価基準・

授業計画（内容）と予習復習時間・学習成果の評価方法・その他特記すべき事項・

質問相談の受付方法等を記したシラバスを作成、公表している。 

 

【シラバス作成過程】 

① 11～12月、教務委員会でシラバス内容の修正、見直し等について協議 

 ② 教職員研修会（FD・SD研修会）でシラバス作成に関する研修を実施 

③ 12月下旬、シラバス作成要領に基づきシラバス作成に着手（全教員） 

④ 2月、シラバス記載内容の適切性について全科目を対象に担当教員以外の第

三者がチェック 

⑤ 3月上旬、シラバス最終稿作成完了 

⑥ 4月上旬、新入生および 2年生にシラバス配付、学内オリエンテーションに

て新入生に説明 

⑦ 4月下旬、大学 HPにシラバス掲載（公表） 

 

授業計画書の公表方法 

本学 HP『情報の公表』に掲載 

（https://www.seika.ac.jp/publicity）  2.修学上の情

報等 （3）授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の

授業計画（シラバス又は年間授業計画の概要） 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法によ

り、学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定

していること。 

https://www.seika.ac.jp/publicity


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

 開講している各科目の成績評価については、担当する各教員が科目の特性等を踏

まえ、到達目標や学修成果の評価基準、評価方法（期末試験、小テスト、レポー

ト、課題、学修意欲・授業態度等）等をシラバスに定めて、厳格かつ適正に単位認

定を行っている。 

 

 ※ 学修成果の評価方法については、各授業の初回に学生に周知することとしている

（シラバスにも明記）。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 本学では、学業成績を図る基準として、「秀」「優」「良」「可」「不可」の成績評価

に加え、GPA（グレード・ポイント・アベレージ）を使用している。GPAは、履修科

目の成績評価（秀、優、良、可、不可）を 4点、3点、2点、1点、0点の GP（グレ

ードポイント）に換算し、その総和を総単位数で割って得られる 1単位あたりの平

均ポイントである。 

 

【GPAの算出方法】 

成績評価（100点満点） 評価表示 GP 

90～100点 秀 4 

80～89点 優 3 

70～79点 良 2 

60～69点 可 1 

50～59点 不可 0 

無資格（受験資格なし） 失格 0 

 

GPA（グレード・ポイント・アベレージ）＝ 

（A科目 GP×A科目単位数）＋（B科目 GP×B科目単位数）＋・・・ 

           （総単位数） 

 

※ 各科目の欠席時数が授業時間の 3分の 1を超えた場合（無資格）は、その授

業科目を受験することができない。遅刻 3回を欠席 1回とみなす。 

※ 履修を途中で中止した科目については、当該科目の GPを 0として、当該科目

の単位数を総単位数に加算して GPAを算出する。 

 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学 HP『情報の公表』に掲載。 

（https://www.seika.ac.jp/publicity）  2. 修学上の情

報等（4）学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定

に当たっての基準～学則及び諸規定～2024 学生便覧 ｐ

78を参照） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 本学では、大学全体の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と、

それに基づく各学科専攻の卒業認定・学位授与の方針をそれぞれ定め、公表してい

る。卒業の要件として、本学を卒業するためには、各学科専攻が開講する授業科目

および単位数（学則別表 1～3）の中から、以下に定める単位を修得しなければなら

ない。 

 教養科目 12単位以上、専門科目 50単位以上 合計 62単位以上 

 

また、卒業の判定にあたっては、上記に定める所定の単位を修得しているかを、

①各学科専攻内における審議⇒ ②教務委員会における審議⇒ ③学務審議会にお

ける審議⇒ ④教授会（卒業単位履修認定会議）の議を経て、学長が卒業を認定す

る。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学 HP『情報の公表』に掲載 

（https://www.seika.ac.jp/publicity）  2.修学上の情

報等 （4）学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認

定にあたっての基準～学則及び諸規程～を参照 

〇卒業認定・学位授与の方針 学生便覧 p89～ｐ92 

〇卒業の要件 学生便覧 p62 

〇別表 1～3（各学科専攻の授業科目および単位数） 

 学生便覧 p69～p74 

〇卒業の判定 学生便覧 p65 

 

 

https://www.seika.ac.jp/publicity
https://www.seika.ac.jp/publicity


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学

校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 精華女子短期大学 

設置者名 学校法人 精華学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.seika.ac.jp/publicity 
収支計算書又は損益計算書 https://www.seika.ac.jp/publicity 
財産目録 https://www.seika.ac.jp/publicity 
事業報告書 https://www.seika.ac.jp/publicity 
監事による監査報告（書） https://www.seika.ac.jp/publicity 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.seika.ac.jp/publicity 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び

実施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 精華女子短期大学 

教育研究上の目的（公表方法：本学 HP『情報の公表』に掲載） 

（https://www.seika.ac.jp/publicity） 2.修学上の情報等（4）学修の成果に係る

評価及び卒業又は修了の認定にあたっての基準～学則及び諸規程～を参照）p60 

（概要） 

本学は、教育基本法および学校教育法に従い、精華学園の設置目的である仏教精神に基

づく人格教育を基礎とし、幼児保育学科においては人間形成の基盤となる乳幼児の保育に

関する専門的知識技能を、生活科学科においては食物栄養専攻ならびに生活総合ビジネス

専攻に関する専門知識技能を授け、よって高い教養をもち、家庭ならびに社会に大いに貢

献し得る情操豊かな女性の養成を目的とする。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：本学 HP『情報の公表』に掲載） 

（https://www.seika.ac.jp/publicity） 2.修学上の情報等（4）学修の成果に係る

評価及び卒業又は修了の認定にあたっての基準～学則及び諸規程～を参照）p89～p90 

（概要） 

 （1） 本学の卒業認定・学位授与の方針を、次のとおりと定める。 

 ① 仏教精神に基づく人格教育を基礎とし、自律実践、自立貢献できる人を育てる 

 ② 人間としての高い教養と社会人として必要とされる汎用能力を持つ人を育てる 

 ③ 社会に貢献できる専門知識と技術・技能を身につけた優秀な人を育てる 

 

 （2） 各学科専攻の卒業認定・学位授与の方針を、次のとおり定める。 

 

   幼児保育学科では、卒業までに次に示す事項を達成した場合に卒業を認定し、学位を

授与する。 

 ① 保育者として必要な専門知識・技能を修得している 

 ② 保育に関する知識・技能を生かし、多面的に考察し、様々な状況に対応すること

ができる 

 ③ 子どもを取り巻く様々な問題に関心を持ち、主体的に保育に臨むことができる 

 ④ 慈しみの心で人と接し、人とともに社会に貢献できる実践力を身につけている 

 

生活科学科食物栄養専攻では、卒業までに次に示す事項を達成した場合に卒業を認定

し、学位を授与する。 

 ① 栄養士として必要な専門知識・技能を修得し、多様化する社会のニーズに対応で

きる能力を有している 

 ② 食や健康に関する知識・技能を生かし、人々の疾病予防・健康増進、食育の指導

を実践することができる 

 ③ 食や健康を取り巻く様々な問題に関心を持ち学習意欲を持続的に高め、努力する

ことができる 

 ④ 慈しみの心で人と接し、人とともに社会に貢献できる実践力を身につけている 

 

生活科学科生活総合ビジネス専攻では、卒業までに次に示す事項を達成した場合に卒

業を認定し、学位を授与する。 

 ① ホスピタリティとマネジメントをベースとした職業能力や専門知識・技能を修得

している 

② ICT の活用等を通して、様々な状況を多面的かつ柔軟に考察し、的確な判断力と

分析力を身につけている 

https://www.seika.ac.jp/publicity
https://www.seika.ac.jp/publicity


  

 ③ くらしやビジネス、地域の社会問題に関心を持ち、その解決に向け、自ら学び続

けることができる 

 ④ 慈しみの心で人と接し、人とともに社会に貢献できる実践力を身につけている 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学 HP『情報の公表』に掲載） 

（https://www.seika.ac.jp/publicity） 2.修学上の情報等（4）学修の成果に係る

評価及び卒業又は修了の認定にあたっての基準～学則及び諸規程～を参照）学生便覧

p61～p63、ｐ89～92 

（概要） 

幼児保育学科では、本学の卒業認定・学位授与の方針に掲げる目標を達成するため

に、教養科目および保育に係る専門科目を体系的に配置する。幼稚園教諭二種免許状

および保育士資格取得を中心にした教育課程を編成し、特に保育現場での保育・教育

実習を柱として、その事前・事後の学習に重点を置く。教養科目では、心理学や女性

学、生物学、英語、情報処理などの一般教養科目を開講し、専門科目では、保育の目

的、対象の理解などの科目や保育の内容・方法などの科目を配して知識や技術が十分

に身につくよう教育を行う。 

 

 ① 保育者として必要な専門知識・技能を修得するため、保育の本質・目的、保育の

対象の理解、保育の内容・方法など、保育に係る専門科目を配置する。 

 ② 保育に関する知識・技能を生かし、多面的に考察し、様々な状況に対応すること

ができるようにするため、事前・事後の学習・指導も含めた保育・教育実習を配

置する。 

 ③ 子どもを取り巻く様々な問題に関心を持ち、主体的に保育に臨むことができるよ

うにするため、「保育・教職実践演習（幼稚園）」や「キャリア形成演習」など

総合演習や特別科目を配置する。 

 ④ 慈しみの心で人と接し、人とともに社会に貢献できる実践力を身につけるため、

「保育基礎ゼミ」など教養科目を配置する。 

 

生活科学科食物栄養専攻では、本学の卒業認定・学位授与の方針に掲げる目標を達

成するために、基礎科目、栄養士に必要な専門科目、職業に関する専門科目、栄養に

係る教育に関する科目および教育の基礎的理解に関する科目等を体系的に配置する。

特に、講義で理論を学び、演習、実習、実験に関する科目で実践力を磨く。つまり、

理論と実践を反復学習することで、現場で役立つ技術が身につくよう教育を行う。 

 

 ① 栄養士として必要な専門知識・技能を修得するため、栄養と健康、食品と衛生、

社会生活と健康などに関する専門科目を配置する。 

 ② 人々の疾病予防、健康増進、食育の指導を実践できる能力を身につけるため、人

体の構造と機能、栄養と健康、栄養の指導、給食の運営などに関する専門科目を

配置する。 

 ③ 食や健康を取り巻く様々な問題に関心を持ち、多様化する社会のニーズに対応で

きる能力を身につけるため、栄養士養成課程の卒業要件に加えて、フードスペシ

ャリスト資格および栄養教諭二種免許状の取得に関する科目を配置する。また、

目的意識や学習意欲を持続的に高め、努力することができるように「食物栄養セ

ミナー」「キャリア・デザイン」「食物栄養基礎ゼミ」などの科目を配置する。 

 ④ 慈しみの心で人と接し、人とともに社会に貢献できる実践力を身につけるため、

基礎教養科目を配置する。 

 

生活科学科生活総合ビジネス専攻では、本学の卒業認定・学位授与の方針に掲げる

目標を達成するために、教育課程を基礎教養科目と専門科目に分け、さらに後者をビ

https://www.seika.ac.jp/publicity


  

ジネスの基礎、くらしのビジネス、ビジネス・コミュニケーション、ビジネス・コン

ピューティング、医療事務、観光・ホテル・ブライダルの分野に細分化し、体系的に

専門科目を配置する。特に、異様事務、観光・ホテル・ブライダルの両分野をともに

学ぶことで、ホスピタリティ力およびマネジメント力育成の相乗効果を図る。 

 

 ① ホスピタルティとマネジメントをベースとした職業能力や専門知識・技能を修得す

るため、ビジネスの基礎を学び、そのうえでホスピタリティ精神が活かされる医療

事務および観光・ホテル・ブライダル分野の専門科目を配置する。 

② ICT の活用等をとおして、様々な状況を多面的かつ柔軟に考察し、的確な判断力と

分析力を身につけるため、ビジネス・コンピューティングに関する専門科目を配置

する。 

 ③ くらしやビジネス、地域の社会問題に関心を持ち、その解決に向け、自ら学び続け

るため、くらしのビジネス、ビジネス・コミュニケーションに関する専門科目を配

置する。 

 ④ 慈しみの心で人と接し、人とともに社会に貢献できる実践力を身につけるため、基

礎教養科目を配置する。 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学 HP『情報の公表』に掲載） 

（https://www.seika.ac.jp/publicity） 2.修学上の情報等（4）学修の成果に係る

評価及び卒業又は修了の認定にあたっての基準～学則及び諸規程～を参照）学生便覧

p63～p65、ｐ92～93                  ） 

（概要） 

本学の入学者受け入れの方針は、次のとおりである。 

 精華女子短期大学は、その建学の精神である「仏教精神に基づく人格教育」を通じ

て、広く社会で自立実践・自立貢献する人を育成する。そのための高等教育機関のフ

ァーストステージとして、学びを必要とする人にその機会を提供する。入学を希望す

る人には、そこで必要な高等学校等における基礎的な知識・理解、技能、表現力、意

欲等が備わっていることを求める。入学者選抜では一定能力以上の入学試験による選

抜、一定水準以上の成績を持つ生徒の推薦により判定を行う。 

 

幼児保育学科の入学者受け入れの方針は次のとおりである。 

 ① 保育・福祉に興味、関心がある人 

 ② 目的意識が明確で、保育者になる意欲のある人 

 ③ 何事にも努力し、前向きに学び続けようとする人 

 ④ 自らの考えを表現し、他者とコミュニケーションがとれる人 

 ⑤ 感謝と思いやりの心を持ち、慈しみの心で人と接することのできる人 

 

生活科学科食物栄養専攻の入学者受け入れの方針は次のとおりである。 

 ① 食や健康に興味、関心がある人 

 ② 将来、栄養士として社会に貢献したいという夢を持つ人 

 ③ 何事にも努力し、前向きに学び続けようとする人 

 ④ 自らの考えを表現し、他者とコミュニケーションがとれる人 

 ⑤ 感謝と思いやりの心を持ち、慈しみの心で人と接することのできる人 

 

生活科学科生活総合ビジネス専攻の入学者受け入れの方針は次のとおりである。 

 ① 医療、観光、ファッションなど多様な分野に関心がある人 

 ② 地域の文化や経済に興味があり、将来様々なビジネス分野で長期に活躍をめざす人 

 ③ 何事にも努力し、前向きに学び続けようとする人 

 ④ 自らの考えを表現し、他者とコミュニケーションがとれる人 

 ⑤ 感謝と思いやりの心を持ち、慈しみの心で人と接することのできる人 

https://www.seika.ac.jp/publicity


  

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.seika.ac.jp/publicity 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

幼児保育学科 － 4 人 3 人 4 人 0 人 0 人 11 人 

生活科学科  5 人 2 人 4 人 0 人 3 人 14 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 40 人 40 人 

 

   

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

幼児保育学科 100 人 45 人 45.0％ 200 人 92 人 46.0％ 0 人 0 人 

生活科学科 120 人 94 人 78.3％ 240 人 193 人 80.4％ 0 人 0 人 

合計 220 人 139 人 63.2％ 440 人 285 人 64.8％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

幼児保育学科 
69 人 

（100％） 

12 人 

（  17.4％） 

53 人 

（  76.8％） 

4 人 

（  5.8％） 

生活科学科 
81 人 

（100％） 

3 人 

（ 3.7％） 

73 人 

（  90.1％） 

5 人 

（  6.2％） 

合計 
150 人 

（100％） 

15 人 

（  10.0％） 

126 人 

（  84.0％） 

9 人 

（  6.0％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 



  

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

 ⑥ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

学則別表（教育課程）検討、授業計画（開講科目、科目担当者、開講コマ数、クラス規模

等）検討、シラバス作成要領、カリキュラムマップの検討 

（各学科専攻、教務委員会にて検討、学務審議会等にて審議、承認） 

 

 

 ⑦ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

各科目の学修成果については、各科目担当者が到達目標、学修成果の評価基準および評価

方法を定め、シラバスに示しており、授業の初回に周知することとしている。各科目担当

者は、これに基づき厳正に単位認定を行っている。卒業認定については、該当内規および

単位認定状況を各学科専攻、教務委員会、学務審議会、教授会にて適切に判定を実施して

いる。 

 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
幼児保育 62 単位 有・無 単位 

食物栄養 62 単位 有・無 単位 

 
生活総合 62 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

 ⑧ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.seika.ac.jp/publicity 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
幼児保育 620,000 円 210,000 円 350,000 円  

食物栄養 620,000 円 210,000 円 370,000 円  

 
生活総合 620,000 円 210,000 円 350,000 円  

     

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

学修成果の向上・充実を図るための PDCA サイクル制度を確立している。各学科・専攻

課程における各学科・専攻会議において、適宜、「学位授与の方針」や教育課程編成の見

直しを行うとともに教育課程や授業内容の改正を検討している。また、PDCA サイクルにお

ける学修成果アセスメントのツールとして、学修制度の達成度（成績評価）や資格取得状

況、就職状況や外部試験の結果を利用し、研修日、FD 研修会、学生による授業評価、授業

評価に基づくグッドティーチングの表彰及び公開授業を行う等して教育の質向上へ向けた

取り組みを全学的に行っている。また、本学では各学科・専攻にクラスアドバイザー制を

導入しており、きめ細かい学生の修学支援を行っている。事務部門では学生支援課が相談

窓口となり、教職員間の密な情報共有、連携により学生の修学に関わる支援を全学的に実

施している。 

日本学生支援機構の給付型奨学金の採用候補者である入学者に対しては、入学金および

前期分授業料等の納付を入学後まで猶予する対応を実施している。具体的には、採用候補

者決定通知の写しおよび猶予申請書を速やかに提出していただくことを要件としている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職支援については、学生委員会・学生支援課において当該年度の就職支援スケジュー

ルを作成し、実施の定期的検証を行っている。個々の学生に対しては、希望業種・職種・

勤務等のマッチングを図るため、個人面談を行っている。本学は小回りの利く学校規模と

いえるので、この利点を活かし多様化した学生に対して丁寧に対応できるようクラスアド

バイザーや学生支援課の職員が個別指導を主体にした就職支援を行っている。 

就職支援の施設としては、就職指導室があり、学生の利用に供しており、就職情報の収

集、就職支援に活用されている。就職試験対策については、各学科・専攻で行うととも

に、学生支援課においてもグループディスカッション、面接指導、就職実践セミナーや学

内企業説明会を積極的に開催している。 

また、進学支援については、学生支援課において、4 年制大学等への編入に関する情報

提供およびアドバイスを実施するとともに、各学科・専攻においては編入学試験の論文指

導、語学指導等の試験対策を教員の個別指導により行っている。さらにキャリア教育の授

業科目として幼児保育学科では、キャリア形成を目的とした保育基礎ゼミ・キャリア形成

演習を開講、生活科学科食物栄養専攻では、食物栄養基礎ゼミ、キャリアデザインⅠ・Ⅱ

を開講、生活科学科生活総合ビジネス専攻では、ビジネス基礎ゼミ、キャリア形成ゼミを

開講している。 

 

 

 

 

 



⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法

公表方法:https：//www. seika. ac. jp/publicity

C・学生の心身の健康等に係る支援に関する取組

(概要)

メンタルケアやカウンセリングの体制については、学生相談室を設置して、週2日学外 からカウンセラーが来

学し学生の相談に対応している。健康面については、週1日健康相 談室を開設して、看護師資格を持つ教員が
健康についての相談や傷病に対応している。相 談日時は予約制となっており、学生支援課が窓口となり電話等
で受け付けを行っている。 予約が入っていないときは、学生が直接学生相談室に行き相談することができる。
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